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令和８年８月  

茨城県笠間市  

 

笠間小学校（築51年） 稲田小学校（築47年） 宍戸小学校（築49年） 友部小学校（築54年）

画像

北川根小学校（築37年） 大原小学校（築23年） 友部第二小学校（築47年） 岩間第一小学校（築44年）

岩間第二小学校（築40年） 岩間第三小学校（築47年） 笠間中学校（築49年） 稲田中学校（築47年）

友部中学校（築47年） 友部第二中学校（築40年） 岩間中学校（築17年）
みなみ学園義務教育学校
（築39年/Ｒ３増築）



 

要望趣旨 

 

本市の学校施設整備事業の支援・促進に対しまして、平素

より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

本市では、急激な少子化に伴う児童生徒数の減少や学校施

設の老朽化対策を最重要課題と位置づけ、「市立学校適正規

模・適正配置計画」に基づき、地域の実情に応じた学校再編統

合を進めています。 

 

学校施設面については、国の交付要件である「学校施設長

寿命化計画」を策定し、国庫補助制度を活用しながら計画的

に改修事業を進めております。このほか、近年の酷暑に対応

するための「屋内運動場（体育館）への空調設備整備」、さら

には「普通教室や特別教室に設置した空調設備の更新時期の

到来」など、時代に即した施設整備が同時期に重なり、地方財

政を大きく圧迫しております。 

 

これらは児童生徒の豊かで多様な学びの環境を確保するた

めの「未来への投資」でありますが、地方公共団体が単独で担

うには困難なほどの過大な財政負担が、今後も継続的に発生

する見込みです。 

 

加えて、近年の急激な物価高騰や建設資材価格の上昇、労

務費の高騰等が地方公共団体の財政をより一層圧迫し、計画

的な施設整備の実施に大きな支障をきたしております。 

 

今後、限られた財源の中で、安全・安心かつ持続可能な質の

高い教育環境を次世代に引き継ぐため、５つの項目について

特段の財政支援を講じられるよう、強く要望いたします。  
 

令和８年８月２６日 

 

文部科学大臣　松本　洋平　様  

笠間市長　山口　伸樹



 

要望事項 

 

１．学校再編統合に伴う施設整備に対する財政支援【拡充】  

学校再編統合に伴う校舎の新増築にあたり、国庫補助単価を実勢価

格に見合った水準まで引き上げるとともに、既存校舎の一部改修や、

学校数の減少を伴わない施設分離型小中一貫校を開校する場合などに

おいても、必要となる施設整備への財政支援の拡充を強く求めます。 

 

 

２．普通教室及び特別教室の空調設備更新に対する財政支援【拡充】 

今後一斉に老朽化や故障による大規模な更新時期を迎える普通・特

別教室の空調設備について、地方公共団体の財政負担を軽減し、望ま

しい学習環境を維持できるよう、その更新費用を対象とした国庫補助

率の引き上げを強く求めます。  

 

 

３．廃校施設の解体撤去及び利活用改修に対する財政支援【拡充】  

学校再編統合に伴い発生する廃校施設について、その解体撤去工事

に対する国庫補助要件の緩和を求めるとともに、利活用するための改

修工事の費用について、国庫補助制度の拡充を強く求めます。 

 

 

４．学校施設長寿命化改良事業に対する財政支援【拡充】  

学校施設の老朽化対策が急務となる中、計画的な学校施設長寿命化

改良事業を円滑に進められるよう、国庫補助率及び補助単価の引き上

げを強く求めます。 

 

 

５．屋内運動場(体育館）への空調設備整備に対する財政支援【拡充】 

児童生徒の日常的な熱中症対策や非常時の避難所機能強化のため、

屋内運動場（体育館）への空調設備整備事業に係る国庫補助単価及び

国庫補助上限額について、実勢価格を反映した更なる引き上げを強く

求めます。 

 

 


